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 第一学校給食共同調理場建て替えの理由として説明していた内容が事実

と異なっていることについて

 
議会の傍聴者のマナーについて
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２
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４
 

かみす防災アリーナのエントランスホールの暑さについて

 
かみす防災アリーナの防災設備等の点検について

５
 

ふるさと納税のマイナス面について

 
行財政改革の取り組みの短期的・長期的な目標について ６
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神栖市の未来について語ろう 

市政懇談会　～豊かで活力みなぎる神栖市を目指して～ 

 ご意見等の要旨 回　　　　答 その後の対応

 今後、児童生徒数の減少

が見込まれるが、給食の

提供数を増やす計画に

なっているのか。

現在の給食提供数は、約 7,700 食ですが、今後 15 年間で

児童生徒数が約 1,100 人減少すると試算しています。

当日回答のとおり

 第一学校給食共同調理

場の建て替えに際し、委

託業者の撤退を理由に、

米飯施設の導入が検討

されていたが、そのよう

な事実は確認できなか

った。議会に事実と異な

る説明をして事業を進

めようとしたことに納

得ができない。

現在、神栖地区の学校には鹿嶋市の事業者に、波崎地区

の学校には矢田部地内の事業者に米飯を提供してもらっ

ています。当初、当該事業所が廃業すると聞いていまし

たが、改めて、市長自ら当該事業者に確認したところ、廃

業の事実は確認できませんでした。 

鹿嶋市の事業者も矢田部地内の事業者も事業を継続する

意向を確認しており、現時点では、米飯施設を含めた給

食施設は必要ないものと判断しています。

当日回答のとおり 

 議会の傍聴者の中には、

大騒ぎや電話、拍手喝采

をするマナーの悪い人

もいる。品位に欠けるた

め、議長に対応をお願い

したい。

市政懇談会でご意見いただいたことを議長をはじめ、議

会の皆さんにお伝えします。

当日回答のとおり
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金は、

神栖市ではどのように

活用したのか。また、そ

の内訳は、誰がどのよう

に決定し、どのように市

民に周知したのか。

国から市に約５億 4,000 万円の交付金があり、子育て世

帯への給付に約１億 4,000 万円、かみすプレミアムクー

ポン券に約１億 3,000 万円、小中学校の給食費の無償化

に約２億 7,000 万円を充てました。この内訳は、市の執

行機関が予算として議会に提案し、議決を得ることで決

定しました。 

なお、交付金を活用する事業の実施計画や活用状況につ

いては、市ホームページに掲載しています。

当日回答のとおり

 国民年金で生活してい

る市民には、１万円を出

してかみすプレミアム

クーポン券を購入する

ことは難しい。 

今後、同様の給付を行う

場合は、たとえ一人あた

り 3,000 円であっても、

市民全員に一律で給付

してほしい。

神栖市は、普通交付税不交付団体であるため、国からの

臨時交付金の交付額が鹿嶋市や銚子市と比べると人口比

で少ないことをご理解願います。 

今回、かみすプレミアムクーポン券がすべての世帯に容

易に求められる価格ではないことを認識しました。 

今後、より幅広い方に支援が行き届くような施策を検討

していきます。

当日回答のとおり

 財政負担を軽減するた

め、小中学校の水泳の授

業にプールシェアを導

入してはどうか。 

市では、プールシェアと同様の取り組みを行っており、

プールの老朽化が著しく自校で水泳の授業が行えない学

校は、はさきマリンプールや海浜温水プール、かみす防

災アリーナで水泳の授業をしています。

当日回答のとおり
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 かかりつけ医をもつこ

とと、現在の地域医療体

制強化の施策には、どの

ような繋がりがあるの

か。

市民の皆様が安心して医療を受けられる環境をつくるた

めには、かかりつけ医を含む地域医療の連携を推進し、

すべての患者が適切な医療を受けられる体制づくりが非

常に重要です。 

市では、地域の医療資源を効果的・効率的に活用し、診療

情報の共有や医療機関の役割分担などを強化すること

で、医療従事者の負担を軽減するとともに、患者にスム

ーズで質の高い医療が提供されるよう地域医療体制を推

進していきます。

当日回答のとおり

 第一学校給食共同調理

場を 30 年間使用してき

て、今まで補修はしてこ

なかったのか。もっと早

い段階で改修の議論は

なかったのか。

30 年間メンテナンスも行ってきましたが、老朽化や新衛

生基準への対応のため、令和６年から建て替えの議論を

してきました。 

しかしながら、建て替えに約 44 億円の費用を要すること

に加え、今後、小中学校の統廃合や学校給食共同調理場

の集約を視野に、児童・生徒数の減少の推移を見守りな

がら、可能な限り費用を抑えて学校給食共同調理場を整

備する方法を検討する必要があると考え、今回、第一学

校給食共同調理場は、建て替えではなく改修する方針と

しました。

当日回答のとおり



4

ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 かみす防災アリーナ整

備に係る要求水準書に

は、自動車 500 台以上の

駐車場の確保と、大型バ

スの駐車枠について示

されているが、実際の駐

車スペースは 500 台未

満で、大型バスの駐車枠

も整備されていない。 

神栖市中央公園の駐車

場に大型車両用の駐車

枠を設け、大型バスが駐

車できるよう整備して

はどうか。

かみす防災アリーナや神栖中央公園の駐車場には、あえ

て大型バス専用の駐車枠を引いていません。 

基本設計・実施設計の過程で、平常時、常に大きな駐車枠

があることで一般ドライバーを困惑させ、日常の使いや

すさを損なう恐れがあること、また、イベントごとに来

場するバスの台数や大きさが異なるため、その都度、誘

導員や三角コーンを配置し、臨機応変に駐車スペースを

確保するほうが、限られたスペースを最も安全に活用で

きると判断したためです。これまでは、トラブルなく安

全に運用できています。 

しかしながら、整然と駐車場を利用できる環境づくりは

大変重要ですので、いただいたご意見を参考に、今後の

運用状況を見直し、より良い管理された駐車場づくりに

努めていきます。

当日回答のとおり

 かみす防災アリーナの

エントランスホールは

エアコンが効かず、窓を

開けたり扇風機をつけ

たりして暑さをしのい

る状態である。 

これは、要求水準書に則

り整備された結果か。

かみす防災アリーナを建てる際、誰もが快適に過ごせる

こと、明るい自然の光を取り入れ、省エネと開放感を両

立することを基本方針として掲げ、外観にガラスを大き

くあしらった明るいデザインを採用しました。 

しかしながら、近年の夏の猛暑で、大きなガラス窓から

差し込む夏の強い太陽光の熱量が、空調の冷却力を上回

り、一部の通路において温度が高くなる日があります。 

これは、計画時の想定を上回る気候変化による課題であ

ると受けとめており、現在、暑さ対策として、ガラス面へ

の遮熱フィルムの張りつけや、空気の流れを改善する大

型扇風機の追加などの実施を、施設の管理業者と協議し

ています。

当日回答のとおり
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 かみす防災アリーナは、

災害時、災害対応の拠点

となる施設であること

から、しっかりと防災設

備等の管理・点検をして

ほしい。

かみす防災アリーナの非常用発電機については、毎月、

施設職員による稼働試験を行っています。また、２か月

に１度、専門の技術者による漏電などの異常の有無を測

定する専門点検、年に１度、発電機の製造メーカーとと

もに精密点検を行っています。 

倉庫に配備している防災用設備等についても、定期的な

訓練に合わせた動作確認の実施を徹底し、いつでも動か

せる万全の体制を整えていきます。

当日回答のとおり

 ふるさと納税には、返礼

品による支出や、神栖市

民が他市町村に納税す

ることで税収が減少す

るといったマイナス面

があることも周知する

べきではないか。

市では、ふるさと納税として約６億円の収入があります

が、その 50 パーセントは返礼品等の経費のため支出して

います。 

また、神栖市民が他の自治体にふるさと納税として納め

ている額が約３億円ですので、ふるさと納税による市の

収支が均衡しているのが現状です。 

今後、ふるさと納税の返礼品開発や企業版ふるさと納税

の周知に努め、市の収入を増やす努力をしていきます。

当日回答のとおり
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 神栖市緊急行財政再建

宣言に示す行財政改革

の取り組みについて、短

期的・長期的な目標と、

その達成時期を伺いた

い。

市では、標準財政規模（約 295 億円）の５パーセント（約

15 億円）を貯金（財政調整基金）として積み立てておく

必要がありますが、４月から７月までに約 25 億円の支出

があるため、貯金残高を 15 億円以上に維持するために

は、年度当初に約 40 億円の貯金を積み立てておく必要が

あります。ここ数年間は、この貯金を目標額まで積み立

てるために借金（調整債の発行）をしていました。 

そのため、行財政改革の短期的な目標として、まずは、今

年度中に貯金を目標額まで積み立てるための借金（調整

債の発行）を０にします。 

長期的には、３年を目途に財政を健全化できるよう取り

組んでいきます。

当日回答のとおり


